































































































 寸.、'ノ  一83一
 〆.〔'㌃
 審査結果の要旨
 川崎病重症例では冠動脈を中心にしばしば著明な内膜肥厚や動脈瘤を特徴とする動脈炎がみら
 れ患者の予後に大きく影響することが知られている。本論文は動脈炎の進行過程と組織学的予後
 を左右する要因を究明する目的で,ウサギを用いて筋性動脈に実験的血管炎を作製しその組織学
 的変化を検討したものである。
 幼若ウサギ90羽,成熟ウサギ20羽を用い,無菌的に右大腿動脈を露出し動脈周囲をoxycellu-
 10se綿で包み,好中球遊走活性化作用を持つ1ipopolysaccharide(LPS)あるいは単核球活
 性化作用を持つcarrageenan(CG)を溶液として綿に一様の浸漬させ実験的血管炎を作製した。
 経時的に動脈の血管壁および周囲の組織学的変化を光顕,電顕により観察した。
 外膜の破壊,中膜の傷害変性,内膜肥厚,動脈瘤形成などの血管病変はLPS群において著明
 であり,CG群では殆んど認められなかった。このことから血管障害においては好中球が大きな
 役割を持ち,単核球は直接的な作用を持たないと考えられ,川崎病急性期の著明な好中球増多は
 血管病変に大きくかかわっていると思われる。
 動脈炎がその後に内膜肥厚を呈するか,動脈瘤を形成するか,治癒するかを決めるものは,中
 膜筋層に加わる傷害の程度であることを示唆する成績が得られた。
 LPS投与幼若ウサギ群の内膜肥厚のピークは成熟群より早期で,肥厚の程度もより著明であっ
 た。また動脈瘤は幼若群にのみ認められた。すなわち,幼若ウサギでは傷害に対する反応として
 の血管病変の進行が早く,また傷害に対して動脈壁が弱いことが示唆された。これが幼若な血管
 の特徴であれば,川崎病において1才未満の乳児に特に動脈瘤が多く,予後が不良な乙とと符合
 するものと思われる。
 以上の研究成果は,川崎病の血管炎の発生機序に関し有意義な知見を与えるものであり,医学
 博士の授与に価いする論文であると判定された。
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